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SIA概要

賛助会員入会のお願い

　我々SIA（Professional Ski Instructors Association of Japan）は、公

益法人としてスキーをはじめとするスノースポーツの安全な普及

を目指し、公認校において指導を行なっている「教えるプロ」の団

体であります。

　検定会による的確な教師資格認定、各種研修会による教師の指

導力と技術力の向上、デモンストレーター選考会を通じての技術

レベルアップと普及活動。一般の方向けの技術コンテスト・国際

技術検定などを行なっております。また、障がい者スキー認定教

師により、すべての方々がスノースポーツを安全に楽しめること

を目指しております。

　そして、世界33カ国が加盟する「国際スキー教師連盟（ISIA）」に、

日本を代表して唯一加盟しているわれわれは、世界基準の教師資

格認定を行なっており、世界のスノースポーツ指導者との交流と

情報交換を通じて最新の指導法を日本国内で展開しております。

　一方で、我々の活動を支えているのは、法人賛助会員さま・個

人賛助会員さまと協会会員（教師）の会費であります。これからも

継続して、この素晴らしいスノースポーツを日本において後世ま

で末永く普及発展させるには、より多くの皆様のご支援とご協力、

ご参加が必要でございます。

　どうか皆様におかれましては、我々の活動にご賛同いただき、

法人賛助会員もしくは個人賛助会員への入会を

心よりお願い申し上げます。

○当協会の主旨をご理解いただき、活動を支援くださる方々に賛助会員としてのご入会を
　お願い申し上げております。
○法人賛助会員の年会費は、１口 200,000円となっております。
○入会を希望される法人さまは「賛助会員入会申込書」を事務局に御郵送ください。
○賛助会員には「SIAニュース」（年２回発行）などを送付申し上げます。
○SIA公式ホームページ上の賛助会員リストにお名前を掲載いたします。
○賛助会員懇親会、SIAフェスティバルへご招待（宿泊滞在費SIA負担）いたします。
○SIAフェスティバル会場にて、商品展示等のPR活動が可能です。

○当協会の主旨をご理解いただき、活動を支援くださる方々に賛助会員としてのご入会を
　お願い申し上げております。
○個人賛助会員の年会費は、１口 10,000円となっております。
○入会を希望される方は「賛助会員入会申込書」を事務局に御郵送ください。
○賛助会員には「SIAニュース」（年２回発行）などを送付申し上げます。
○SIA公式ホームページ上の賛助会員リストにお名前を掲載いたします。
○大変お得な参加費にて賛助会員懇親会へ出席いただけます。

1968（昭43） …… 日本職業スキー教師協会（SIA）設立
1969（昭44） …… 第１回スキー教育会議（乗鞍）開催
1971（昭46） …… 第９回インタースキーに初の参加（以後毎回参加）

国際職業スキー教師連盟（ISIA）に加盟
第１回会員検定会（苗場）実施

1972（昭47） …… SIA公認スキー学校制度実施
1975（昭50） …… 第１回SIAフェスティバル（万座）開催（以後毎年開催）

日本スキー教師連盟と名称変更
1977（昭52） …… 教程「SIAオフィシャルスキーメソッド」出版
1978（昭53） …… 全国スキー安全対策協議会設立
1981（昭56） …… 社団法人日本職業スキー教師協会設立

教程「SIAオフィシャルスキーメソッド」全面改訂
1984（昭59） …… SIA支部制度施行

第１回支部会議
1987（昭62） …… 寬仁親王殿下、名誉総裁に御就任

商業スポーツ施設指導者養成事業団体（連絡）協議会発足
1988（昭63） …… 教程「SIAオフィシャルスキーメソッド」全面改訂

SIA設立20周年記念祝賀会開催
1989（平元） …… 寬仁親王殿下、総裁に御就任
1990（平２） …… SIA「社会体育指導者の知識・技能審査事業」の事業認定団体として認可 
1992（平４） …… 第22回国際スキー教師連盟（ISIA）総会・第7回世界スキー教師選手権を

SIA主管で同時開催（安比高原スキー場）
教程「SIAオフィシャルスキーメソッド」全面改訂

1998（平10） …… SIA設立30周年記念式典・祝賀会開催
2001（平13） ……「SIAの理念」制定
2002（平14） ……「BOLD TRACKS（障がい者スキー教本）」発刊
2003（平15） ……「スキーの日」制定 〈（財）全日本スキー連盟、日本鋼索交通協会と〉

教程「SIAオフィシャルメソッド／The Ski Book」発刊
2007（平19） ……「最新のオーストリアスキー教程」の日本語版発刊
2008（平20） …… SIA設立40周年記念式典・祝賀会開催
2011（平23） …… 公益社団法人に認定（11．30）

公益社団法人日本職業スキー教師協会登記（12．1）
2012（平24） …… 総裁　寬仁親王殿下　薨去（6．6）

教程「SIA公式スキー＆スノーボードメソッド」発刊
2014（平26） …… 彬子女王殿下、総裁に御就任
2016（平28） …… 日本プロスキー教師協会に名称変更
2018（平30） …… SIA設立50周年記念式典・祝賀会開催
2020（令2） …… 教程「SIAオフィシャルメソッド」発刊

〒104-0032　東京都中央区八丁堀 2-2 -9　コバキンビル3F
TEL.03-5542-5907    FAX.03-5542-5908

HP : https://www.sia-japan.or.jp/   E-mail : info@sia-japan.or.jp

　公益社団法人日本プロスキー教師協会は、Professional Ski Instructors Assosciation 
of Japanから３文字をとって「SIA」と呼ばれています。1968年11月に設立され、
1981年に社団法人として許可されました。2011年11月30日に公益社団法人に認定され、
国際スキー教師連盟「ISIA」に加盟する日本で唯一のプロスノースポーツ教師の団体と
して活動しています。その活動は、プロスキー教師を中心に、スノーボード、テレマー
クスキー、障がい者スキーの教師育成・指導・検定を通じて、その質の向上を図り、併
せて一般愛好者・青少年をはじめ、ラングラウフ（クロスカントリー）・山岳スキーなど、
スノースポーツ全体への指導と安全対策への、調査研究を行ない、生涯スポーツとし
ての発展に努めています。

公益社団法人日本プロスキー教師協会

会長　杉山公信
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ごあいさつ

公益社団法人日本プロスキー教師協会

総裁　彬子女王

　「スキー」が初めて歴史上に登場したのは、紀元前2500年頃に遡りま

す。ノルウェーのレエティの岩にスキーのようなものを履いた狩人の

姿が描かれているのです。雪の山野を移動する手段であったスキーは、

いつしかスポーツや戦技の一つとして発展を遂げます。

　日本にスキーが伝わったのは、1911（明治44)年1月12日。新潟県高

田師団にオーストリアの武官として赴任したテオドール・フォン・レ

ルヒ少佐が隊員にスキーを指導してくれたのが始まりです。これをき

っかけに、軍人はもとより一般大衆にもスキーは広がることとなり、

元来雪と山に恵まれた日本の地で、スキー文化が花開きました。

　われわれ日本プロスキー教師協会は、指導を原点として始まった日

本のスキーの歴史を重んじ、「指導」という側面から、多くの方たちに

スキーの魅力をお伝えしていけたらと思っています。

　前総裁であられた父、寬仁親王から、私は「より速く・より美しく・

より安全に」「深雪でも、こぶ斜面でも、アイスバーンでも、どんな斜

面でも同じ滑りができるスキーヤーにならなければならない」と教えら

れて育ちました。整地された斜面でいくら上手に滑れても、整地され

ていない山で同じように滑れなければ本当の「スキー」とは言えないと、

山岳スキーにも毎年連れていかれました。

　これが私にとってのスキー指導の原点でありますが、すべてのスキ

ー指導の原点でもあると感じております。指導者はどんな場面にあっ

ても、動じずに誇り高く、すべての人たちの手本でなければなりません。

日本のスキー指導者の代表として、アルペンスキーだけでなく、クロ

スカントリースキー（ラングラウフ）、スノーボード、テレマークスキー、

山岳スキー、障がい者スキーなど、スノースポーツ全体の指導と発展

に努めてまいります。
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公益社団法人日本プロスキー教師協会（以下SIA）は、スキーをはじめとするあらゆ
るスノースポーツの技術指導を目的とした、我が国唯一の専門家（プロフェッショナル）
集団である。

SIAは、スノースポーツの指導にあたり、「安全なスノースポーツをSIA」をモットー
に掲げ、老若男女を問わず、健常障がい者を問わず、すべての人々が生涯を通して、
「安全にスノースポーツを楽しむため」に技術ならびに指導法を練磨し、用具の開発
と装備の充実、そして環境保全を追求することを目的とする。

SIAは、国内外においてスキーをはじめとするあらゆるスノースポーツの指導者達
との連携を図るとともに、他のスポーツ諸団体との友好親善関係を構築し、我が国
の正しく健やかな青少年育成の為に、奮励努力することを目的とする。

■会員研修会・講習会
　●アルペンスキー
　●スノーボード
　●テレマークスキー
　●障がい者スキー
　●山岳スキー
　●バックカントリースキー
　● S-B-B 認定整備技術者
　●消防署 普通救命講習
　　　　 　上級救命講習
　●日本赤十字救急法一般講習
　　　　救急法救急員養成講習
　
■一般愛好者・青少年向け講習
　●海外招聘講師による講習
　●デモンストレーターによる講習
　●メダル検定講習
　●親子スキー・スノーボード講習
　●ジュニアポール講習

■安全指導の
　ガイドブック
■受講生アンケート
■総合補償制度
　　（保険加入）
　●公認校の保護
　●会員の保護

■会員の活動の場
■健全な運営と
　雇用・学校運営
　マニュアル

■デモンストレーター選考会
■会員親善GSL大会
■アルペンスキー技術コンテスト
■ジュニアスキー技術コンテスト
■マスターズスキー技術コンテスト
■スノーボード技術コンテスト
■テレマークスキー技術コンテスト

■スキーの日（１月12日）
■SIAフェスティバル
■SIAニュース（機関誌）
■ポスター
■公式ホームページ
■賛助会員・プレス懇親会
■ SNS

■登山ガイド
■CONE

■公式メソッド（教程）・本＆DVD発行
■技術指導小冊子・本＆DVD発行
■技術テーマ作成

■SIAクリーンキャンペーン
■Fun to Share への参加
■日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会
　での活動
■全国スキー安全対策協議での活動
■プロスポーツ指導者連絡協議会での活動
■社会福祉団体への支援

■教師検定
　●アルペンスキー
　●スノーボード
　●テレマークスキー

■資格検定
　●イグザミナー
　●障がい者スキー教師

■一般愛好家
　技術検定
　●国際スキー技術検定
　●ジュニア国際スキー
      技術検定
　●シニア国際スキー
      技術検定
　● SIA メダル検定
　●スノーボード技術検定
　●テレマークスキー
      技術検定
　●ランググラウフ
      距離認定

私たちの活動と取り組み

SIAの理念

SIAの
公益事業

国内

国際

Domestic

International

スノースポーツ教師及び
一般愛好者・青少年に対する

検定・認定

他団体資格

スノースポーツに関する
刊行物の発行

及び映像等教材の制作

スノースポーツ教師及び
一般愛好者・青少年に対する

育成と普及

その他
目的を達成する

ために必要な事業

スノースポーツの
普及・発展のための

競技会開催

スノースポーツの
普及に関する広報活動

国際スキー教師連盟（ISIA）に
加盟しての国際活動

社会貢献活動

安全確保に
関する

調査・研究
公認スキー学校

② 

④ ⑥ 
⑦ ⑧ 

⑤ 

③ 

① 

■ISIA総会
■ISIA国際会議
■インタースキー
■ ISIA World Ski Forum
■加盟国をフェスティバルに招聘

SIAでは、全国を８つの支部に分け、検定会、
研修会などの各種行事を実施しています。

① 北海道支部
② 北東北支部
③ 南東北支部
④ 関越支部

⑤ 志賀高原支部
⑥ 長野東北信支部
⑦ 長野中信支部
⑧ 西日本支部

支部について


